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音楽科学習指導案 
学  級：２年 組 

場  所：第 音楽室 

授業者： 

１．題材名  構成を工夫したリズムアンサンブルの創作「Let’s create!（サラダの音楽）」 

２．本時のねらい  
アンサンブルを創るグループでリズムの変化に着目しながらアドバイスをし合う活動を通して、グル

ープのテーマにあった４小節のリズムを作ることができる。【共通事項：リズム】 

３．本時の展開（第２時／全３時間） 

過程 学習活動 研究との関わり 
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１．課題を確かめる。 

・自分で考えた２小節のリズムを確認する。 

・自分の作品を発表できるように練習する。 

 

 

２．アンサンブルグループでグループ交流する。 

・１人が作品を発表し、その作品に対し、全員がコメントやアドバ 

イスをふせんに書き、渡す。 

 

 

 

 

 

３．交流を基に再度個人追究する。 

・もらったアドバイスなどを基に、自分の作品を見直したり、仲間

の作品を聴いて、よりよい表現を取り入れたりして作品を完成す

る。（直した部分は赤で修正する。） 

４．完成した作品をもう一度グループ交流する。 

・修正した理由を述べ、最初のリズムと交流後のリズムを聞き比べ、

交流し合う。 

 

 

 

 

５．反復と変化が上手く取り入れられている作品を何人か聴く。 

 

６．学習の振り返りと、次時への見通しを持つ。 

・本時の学習において、課題の達成度を振り返り、次回のアンサン 

ブルの創作へ意欲を持たせる。 

２.研究内容１ 

自分たちのテーマにあった

作品を作るため、１人１パート

分担することで活動に必然性

を生み出す。話し合いを活発に

するために評価の観点を明確

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究内容２ 

 交流前後の作品を聞き比べ

ることで、自分の作品の良さ

や、仲間の変容に気付かせる。 

 

 

 

 

 

変化を工夫した２小節のリズムを、仲間とアドバイスし合いな

がら、よりテーマにあったリズムにしよう。 

私たちのサラダのタマネギはだんだん細かくなっていくので、た

だ反復させるのではなく、細かいリズムに変化させることで、テ

ーマにより合うと思います。 

休符を入れる位置を変えてリズムを変化させることで、歯ごたえ

のあるキャベツが表現できて面白いと思います。 

評価規準（表現の工夫） 

テーマに合った作品にす

るために、リズムの反復や

変化を工夫することができ

る。【作品】 

評価の観点 

・自分たちのテーマにあっ 

た作品になっているか。 

・４小節の間に変化がある

か。 

（変化の回数・リズムのもと

の使い方・リズムのもと自

体の変化） 

 

はじめはゆっくりなテンポで刻んでいたけど、仲間のアドバイ

スを取り入れ、キャベツの細かさを表現するためにリズムをもっ

と細かくしたら、「千切りキャベツのサラダ」というテーマに合っ

た作品になった。 


